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高齢化社会―高齢社会―超高齢社会

国民総人口に占める65歳以上の人口の割合＝高齢化率

高齢化社会7%以上 高齢社会14%以上 超高齢社会21%以上

老年人口指数

生産年齢人口(15～64歳) に対する老年人口(65歳以上人口)の比率

➠ここでは，高齢者の多い社会という一般的な意味で

「高齢社会」を使用
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高齢社会の現状

『令和３年版高齢社会白書』

2020年 日本の総人口 1億2571万人
高齢者人口3619万人➾高齢化率28.8%

過去最高
男性1574万人 女性2045万人 ➾77 : 100
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5出所) 『令和3年版高齢社会白書』
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8出所) 『令和３年版高齢社会白書』



日本の高齢社会問題

•日本は飛び抜けて高齢化率が高い

•高齢化の速度が速い

•高齢者単身世帯の増加

•人口の減少による支え手の負担増と地域の人手不足
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シニア就労の社会的意義^シニアによる高齢社会問題の解決
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https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1135.html

世界中で上昇
(先進諸国)

https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1135.html


「シニア」と「高齢者」

「シニア」=「高齢者」 65歳以上 「シニア」=「高年齢者」 55歳以上

高齢者就労=5歳間隔で政策や状況が異なる

50歳代後半 老後を視野に入れなければならない世代であるが、定年前の現役世代
60歳代前半 継続雇用義務化の下で、すでにほぼ現役と同様に働いている
60歳代後半 令和３年４月１日以降、65歳から70歳までの就労機会確保のための措

置として70歳までの定年引き上げや継続雇用制度の導入が努力義務
70歳代前半 健康寿命のうちに入る(2016年 男性72.14歳、女性74.79歳)
75歳以上 後期高齢期における就労__フレイルや介護予防、認知症予防など

高齢者は現役時代の職業経歴や生活経験などによって、能力も意欲も多様



シニア就労の対象

「シニア就労事業者支援に関する戦略策定」に関する調査研究および本講
演における「シニア」

「シニア」というライフステージ

✓年齢階層別の諸条件を念頭におきながらも、年齢に関係なく働くということを重視すれば「シニア」と
いうライフステージを表わす言葉が適切
✓政策的用語としての「高齢者」「高年齢者」ではなく、ライフステージとしての「シニア」の就労を考える
ときに必要なことは、多様な状況と多様なニーズに合わせて適切なマッチングを行うこと
✓職住近接で短時間勤務を希望するシニア世代の多様な就労ニーズに応えるためには、シニアが自
分のスキルや経験を活かし、働きたいときに働きたいところで働くことのできる「モザイク型就労」が最適

シニア世代の多様なニーズに応える多様な就労支援組織の必要性



シニア就労の２つの側面

経済的側面

高齢者の自立

就労の労働的性格が強化

→高齢者の労働者性は高まる

市場メカニズムと緊密に連動

労働社会は強化

社会的側面

社会関係の形成

就労の社会的側面が重視

→就労の福祉的性格が強調

高齢者の生きがい

地域社会との結びつき

就労＝雇用＋就業(雇用以外)の有償労働
高齢者就労の２つの側面:経済的側面と社会的側面

労働社会: 雇用労働＝賃金労働を働き方の主流とする社会
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シニア就労支援組織 : 営利と非営利

出所) ニューメディア開発協会「シニア就労事業者支援に関する戦略策定報告書」(一般財団法人機械システム振興協会委託事業 令和3年3月)



シニア就労の3つの視点

1.高齢期を豊かなものにする

2.社会経済に貢献する

3.国家財政の負担を軽減する

健康と生きがい(収入＋社会参加)

高齢者の人材活用

就労→健康と収入

健康→医療費や福祉関係費用の縮減

収入→年金や生活保護費の削減

シルバー人材センターは「生きがい」を重視する

これらを分けて考えることはできないが、何を重視するかで事業も政策も異なる
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シルバー人材センターの制度化

1974年 東京都高齢者事業団設立

1980年 ｢高年齢者労働能力活用事業｣改正

高齢者事業団の国庫補助事業化➾シルバー人材センター事業

1986年 ｢高年齢者等の雇用の安定等に関する法律｣改正

➾シルバー人材センター事業の法制化

•臨時的かつ短期的なもの又はその他の軽易な業務に係るものの機会を
確保

•市区町村に一つのシルバー人材センター設置が可能
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大河内一男の高齢者事業論

「高齢者事業とよばれるものは、労使間の雇用関係を
前提とした上での高齢者就労ではなく、あくまで地域の
高齢者たちが自主的に働こうとするところの互助と共働
のための就労活動であり、むしろおおよそ60歳以上の
高齢者たちが、自分の長い人生の中で身につけた経験
と技能と生活の智慧とでもいうべきものを地域のために
提供することに、老後の積極的生きがいをみつけ出そ
うとする運動なのである。」
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大河内一男(1982)「財団基本計画のための覚え書き」



新しい高齢者像－「働き方」

高齢者が働くためには、高齢者と仕事を地域のなかで結びつける組織が必要

シルバー人材センター活動の意義

高齢者事業における高齢者の働き方＝「高齢者に固有の誇り高き」仕事

高齢者就業は、地域の高齢者が「自主的にまた共助的に行うものであり、地
域コミュニティを活力あるものにするのはこのような高齢者の自信にみちた活
動なのである」

➠「生きがい就業」の意味

シルバー人材センターはただの就業斡旋機関ではない
18



全国シルバー人材センター統計

2021年3月 1335団体69万8千人

• センター法人数 1303法人
公益社団法人984 公益財団法人9 一般社団法人99 任意団体211

• 日本の人口の98.0%が住む地域をカバー

シルバー人材センターの設置状況

市区町村数
センター設置
市区町村数

設置率

センター数

単独 広域 計

1741 1443 82.9% 1260 75 1335
出所) 全シ協調べ(2020年2月13日現在)

19
(全シ協統計をもとに報告者作成)



シルバー人材センター
の組織構造

「シルバー人材センター」は
何を指すか?

シルバー人材センターは、
これら4つの組織単位に
よって成立する社会的統
一体としての経営
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シルバー人材センターの組織原則

1.公共性の原則

2.公開・平等の原則

3.民主的・自主的運営の原則

4.自主性・主体性の原則

5.団体責任の原則
「東京都高齢者事業団(シルバー人材センター)事業実施要綱」より
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高齢者事業団の正しい発展

1.生活主体であり人権主体である高齢者が生活している地域を

単位に生活の自立的促進のために連帯して共に働き、共に助

け合うという「新しいコミュニティ」を創造すること

2.高齢者自身の生活能力の創出とその家族や、地域社会に活

力を生みだすこと

3.就業と福祉を結びつける組織を通じて能力を発揮し、自主的

に組織運営に参加し、活力ある地域の担い手になること

「高齢者事業団事業の構想とその具体化」より
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シルバー人材センターとは何か

－運動体とは，改革主体

－日常生活に密着した運動

ー民主的で自治的な協同組織

－仕事の組織だが，任意の自由な就業

－行政の下請け機関ではなく，独立した市民の組織
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シルバー人材センターは運動体
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出所) 公益社団法人)全国シルバー人材センター事業協会「会員の状況について－令
和2年度シルバー人材センター事業統計からー」(令和3年6月23日)



出所) 同上



出所) 同上

75歳以上 39.6%



出所) 同上

生きがい・社会参加

健康維持・増進

経済的理由

時間的余裕



出所) 同上



出所) 同上

概ね
10日／月

20時間／週

を超えない範囲
での就業

原則



出所) 同上



シルバー人材センター会員の就業状態

東京都
80歳以上就業者

10610人
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出所) 全シ協「 ８０歳代になっても元気で働けるシルバー人材センターのあり方に関する調査研究」 平成30年2月1日
(公財)ダイヤ高齢社会研究財団調査



従事している仕事の種類(男性会員)

出所) 同上
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参考



従事している仕事の種類(女性会員)

出所) 同上
35

参考



「シニア就労事業者支援に関する戦略策定」に関する調査研究

その他のマッチング機関(2019年度事業)
シニアSOHO普及サロン・三鷹（東京都三鷹市__本年度継続）
SLFガーデンサポート（千葉県柏市）
夢ネットはちどり（熊本県熊本市） など

目的 シニア就労支援組織のイノベーションと戦略的事業展開のための方向性を提案

方法 ヒアリング調査 : 草加市SC、町田市SC 、港区SC 、愛荘町SC 
養父市SC、松山市SC

✓本事業では、シニア人材の就労促進に向けた主要課題を明らかにし、就業支援機
関の調査をとおして、シニア人材の就労促進の具体策を総合的に検討する
✓最も有力な高齢者就業企業間であるシルバー人材センターを中心に取り上げる

出所) ニューメディア開発協会「シニア就労事業者支援に関する戦略策定報告書」(一般財団法人機械システム振興協会委託事業 令和3年3月)



研究課題

✓モザイク型のシニア就労を効果的に推進するためには、マッチング機能が
充実していなければならない

✓マッチングが適切に行われるためには情報システムの活用が効果的ではあ
るが、システムが十全に活用されるためには組織体制が整いマネジメント
が機能していることが必要である

本年度事業では、シルバー人材センターにおけるホワイトカラー出身者の就労、情報シ
ステムの活用状況や課題、マネジメント課題の抽出と解決策、チーム就労の現状と課
題、シニア就労促進のための仕事の切り出し、特に、ホワイトカラー職種への対応、お
よび都市と地方の連携や地域間交流についてヒアリング調査をすすめ、他の組織形態
のシニア就労支援組織と比較検討
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１．マッチング機関におけるシニア就労の現状と課題(仮説)

業務および情報システムの
現状と課題

ホワイトカラー出身者の
就業ニーズへの対応課題

チーム就業の現状と課題

地域間交流の現状と課題

◆WEB発注はほとんど行われていない
◆WEB入会は実際には行われていない
◆会員がスマホで仕事情報の確認と申し込み、支払い通知の確認が
行えるシステムの普及が進まない
◆会員との連絡や報告が電話や紙資料で行っている
◆希望の多い事務系作業の仕事の拡大が不可欠
◆ホワイトカラー出身者の経験やスキルを活用できる業務が少なくな
いことの周知が必要
◆IT関連の知識・ノウハウを有する高齢者の増加への対応

◆リーダーの負担が大きいが、それに見合う手当てはつかない
◆リーダーは工程表の作成や作業実績管理でEXCELを要求される
ことが多いが、高齢者ではできない人もいる
◆案件の現況を事務局が把握できていないことがある

◆広域的な連携を行っている事例は極めて少ない
◆数少ない交流も会員間の交流であり、仕事面の交流に至っていない

出所) 機械システム振興協会「イノベーション戦略策定事業成果発表会」(令和３年5月)資料(高田伸朗氏作成)

2019年度事業
および従来の研
究と経験から



出所) ニューメディア開発協会「シニア就労事業者支援に関する戦略策定報告書」(一般財団法人機械システム振興協会委託事業 令和3年3月)



出所) 同報告書



出所) 同報告書

参考



出所) 同報告書



出所) 同報告書



シルバー人材センターの課題

1.シルバー人材センター会員の高齢化と減少
2.ホワイトカラー出身者会員の増加と就業ミスマッチ

→とくに、中位のスキルをもったホワイトカラー出身会員
3.事務局および就業組織における組織的非効率性

→リーダー育成と情報システムの活用が不十分
4.事業の硬直化と事業展開の難しさ
→シルバー人材センター事務局の脆弱性と組織の性格からくる限界

5.地域間格差
→1335団体・地域に密着した事業を自主的におこなう(多様性)

シルバー人材セ
ンターの現状

本調査研究
(ヒアリング)



シニア就労の展望
ーシルバー人材センターを中心に―

戦略的事業展開

就業開拓＋仕事の切り出し＋都市と地方の連携

組織力の強化ーイノベーション

ホワイトカラー出身会員の活用＋マネジメント能力の向上＋IT化
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出所) 同報告書

人手不足

非常勤職
員の需要

新しい縁
辺業務

事業分野
の拡大



出所) 同報告書

新規分野
への進出

営業力のアップ
会員(能力)確保



新しい仕事の
創出

中位のスキルをも
つホワイトカラー出
身会員の活用と
ニーズの充足

職種分野
の拡大

シルバー人材センターの必要分野

出所) 同報告書



シルバー人
材センター
の就業拡
大の方向

出所) 同報告書



出所) 同報告書

ニーズが多い
シルバー人材センターの不得意分野



参考
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出所) 同報告書

養父市
シルバー人材センター

松山市
シルバー人材センター

東京マラソンや
2017年アジア
冬季競技大会
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ホワイトカラー出身会員活用のための課題

経験やスキルにあったホワイトカラー職種の仕事の開拓(組織外問題)

チーム就労におけるホワイトカラー出身者の能力活用(組織内問題)

ミドルクラスのスキルをもつシニアの活用=ポータブルスキル

チームをまとめる力や仲間関係を円滑に形成する力、仕事の調整や職務分析、
職務配分、人員配置などの組織の形成・運営、あるいは通信や文書作成、統計
処理などに必要なICTスキル など



出所) 同報告書

PDCA

人間関係



マネジメント能力の向上

非営利組織における事務局
の脆弱な組織体制

シルバー人材センター等
マッチング機関の役職員の
スキル向上

① 仕事の企画開発力・事業推進力の向上
② 経営層のスキルアップ
③ 中堅・若手職員のスキルアップ
④ 就労開拓（営業・マーケティング）力の強化



出所) 同報告書



ご清聴ありがとうございました


